５月７～９日普天間基地無条件撤去もとめる緊急いっせい宣伝演説原稿例　　５月９日改訂
●●のみなさん、こんにちは。日本共産党●●支部（後援会）です。この場所をお借りして、日本共産党の訴えをさせていただきます。
　みなさん、普天間基地の問題が、いよいよ政治の焦点となってきました。４月２５日に行われた沖縄県民大会は、９万人が参加して、沖縄県民の「普天間基地の県内移設反対」の明確な意思を表明するものとなりました。

　しかし、鳩山首相は４日に沖縄を訪問した際に、県内「移設」と鹿児島県の徳之島への一部移転という政府方針を明確にしました。普天間基地の『国外･県外』移設は、総選挙のときの民主党の最大の公約の一つだったのに、それを首相自ら破り捨てることを公言したわけですから、これほどの公約違反はありません。県民の意思・願いを踏みにじる、まさに暴挙であります。
　そもそも普天間の基地は、戦争で住民が避難している間に、勝手に土地を取り上げて、不法に基地にしてしまったのです。であれば、引っ越し費用は自分で出していただいて、引っ越し先は自分で見つけていただいて、荷物をまとめて出て行っていただくというのがものの道理ではないでしょうか。引っ越し先を日本のほうで用意しようとするから、どんどん話がこんがらがっていくのです。
　鳩山首相は「抑止力がある」「日本を守るために海兵隊は必要だ」といいます。しかし、海兵隊は日本を守る軍隊ではありません。アメリカが先制攻撃の戦争をする、そのときにいつもその先頭に立って出て行く部隊ではないですか。ベトナム戦争、湾岸戦争、アフガニスタン戦争、イラク戦争と、いつでもアメリカの戦争の先頭に立ってきた。そんな侵略のための軍隊は必要ないではありませんか。
　中日新聞は、５日付社説で「首相はオバマ米大統領との会談で、国外・県外移設を提起したことがあるのか」と厳しく追及していますが、まさにその通りであります。日本共産党の志位委員長は、４月２３日に鳩山首相と党首会談を行いましたが、首相は「志位さんがアメリカに対して普天間基地撤去を伝えてください」というのです。情けない話ではないでしょうか。５月８日、日本共産党の志位委員長は、「普天間基地問題の解決の唯一の道は移設条件なしの撤去しかない」と、沖縄県民、日本国民の声を、アメリカ政府に直接伝えました。首相に代わってこのようにアメリカと交渉を行う日本共産党に、今、メディアも注目しています。
それでは他党はどうでしょうか。自民党、公明党は｢名護市辺野古への移設を｣という立場です。みんなの党の渡辺代表は、テレビで普天間基地問題について党の考えを問われると、「お手並み拝見ということだ｣と述べるなど、まるで他人事です。第一、９万人が集まった沖縄県民大会に参加した党首は、日本共産党の志位委員長だけだったということが、象徴的であります。
みなさん、日本共産党は決して反米ではありません。アメリカとは対等・平等の当たり前の関係をつくっていこうではないか、このことを訴えている政党です。普天間の海兵隊の基地は無条件撤去させる、それを第一歩に、アメリカに対して正々堂々とものがいえる当たり前の政治をつくっていこうではありませんか。日本共産党はそのために全力をつくす決意です。
参議院選挙まであと２カ月です。比例代表は日本共産党と政党名を、よろしくお願いします。この地域では、新人のかわえ明美が活動しています。愛知選挙区は候補者名を。八田ひろ子元参院議員の秘書を６年務めた大型新人、もとむら伸子をよろしくお願いします。以上で、この場での訴えを終わります。ご協力ありがとうございました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
